脾血流量に関する研究 by 小山 研二
脾血流量に関する研究
著者 小山 研二
号 452
発行年 1967
URL http://hdl.handle.net/10097/18350
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記沓号
学位授与年月日
 学位授与の要件
研究科専門課程
こやまけんじ
 小山研二(長野県)
医学博士
 医博第452号
 昭和42年3月24日
 学位規則第5条第1項該当
東北大学大学院医学研究科
 (博士課程)外科学専攻
 学位論文題目牌血流量に関する研究
 (主査)
論文審査委員教授領 哲夫教授葛
教授和
教授中
西
田
村
森夫
正男
隆
 一145一
論 文
内
容
要 巳
日
工研究目的
 当教室では,バノチ歴候群の本態究明に関する一連の臨床病理学的研究を行って冷り,本症発
 生には脾性因子が重要な・役割を果すことを指摘してきた。IE常脾においても脾の機能は未だ不明
 であり,ことに本症のごとき重大脾がいか茂る代謝を営んでいるかは全ぐ未解決である。本研究
 の目的は,脾の血流量の面からこの問題を解明せんとしたものである。
 且検索材料および測定方法
 A検索材料:動物実験では,対照例として正常成犬10頭を用いた。一方,脾動脈を2時間
 にわたウ阻止し,脾実質に線維化を促進させた阻止犬8頭を病的脾として用いた。.べ体例では,
 肝脾の匠常た胃,胆嚢疾患手術患者7例を対照例とし,パンチ症候群3例について検索した。
 B測定方法:Cardio呂reenを用し(色素稀釈法で行った。動物実験,人体例とも全身麻
 酔で開腹し,脾動脈より色素を注入,牌静脈より血液を吸引して,ダイデンシトグヲフを用い記
 録した。これと同時に,動脈圧,脾静脈圧,脾動静脈血酸素含量も測定した。易肚目脾は諸種染色
 を施し組織学的に!検索した。この測定法については,脾循環中の色素の消失の有無,再循環時間
 なと乞換罰し,持続注入法によって待られる曲線の工)lateauからほぼ正確に脾血流量が算定
 されることコう判明し,さらに本法による算定値は,脾静脈離断による実測値とも一致をみた。
 本法によって得られる曲線から,最小循環時間(Ta),,最大循環時間(Tb),平均循環時間
 〔M,O,T)が判明し、Pユateau濃度(ep!)と注入色素誼(エ)から毎分全脾血流量(F=
 
 δ㍍一a・一aは注入・色素液量)が算定される。これらをもとにして,脾血液量(V=
FXMCT△P
 60)・鋤静脈圧耳姥俗P)カも脾血管抵撤熊γ)さらに魔鈎撒血酸素含.徽差
 (AO2)から酸素消費量(eニム02F)が求められる。これら諸値の比較にあたっては,それ
 ぞれの単位脾重量値をも求めて検討した。
伍検索成績
 A量的物実験1)脾」皿洗1量の一単位1轡重土辻イ直は,実寸員景{ク]」平ゴ勾1直1.272彫・乙/9/minで,ll且血
 脾では,1.955π君/9/minであった。2)脾循環時間,すなわちTa,Tb,M.C.T,の対照例
 平均値は,48,2Z9,二154秒で阻止脾では,4.8,25,4,253秒であっ7ヒ。5)単位
 脾重脾血液重の対照例平均値は,口、480班乏/9,岨血胸では0.693卯4/蒙でめった0
 4)全脳血管抵抗オ・・よひその単位脾重値の対照例平均値は,それそれ1.551賜Hg/麗/min,
 10r・34瓢g/麗〃/皿inであ珍,Jl踊湖較は,且84欄Hg/鋭/min,59で4朋Hg九五
 /9/迦inであった。5)阻血脾は,組織学的に正常脾に比し髄索の解離,線維化が多少とも観
 察され,髄氣小揮梁小血管周囲の格子線維も増加している・傾向があっ島以上の成績から、脂血脾で臨
 血流量,血液量とも単位勝軍1:t値が増加し,婚環時間は短縮の傾向があり,脾血管抵抗は減少し
 ていることが判明しだ己この事実は,組織学的変化と考え合わせると,阻血脾では,脾組織の線
 維化が血流動態を変化せしめたものと解釈された。
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 B人体例マ)全脾豆色號童の成人平均疸は,5て55π之/mlnであり,単位脾重量値は
 5913πZ/乞/minであった03例のバ/チ牌にお・げる全1牌血流量とそ・の単位脾重量値は,そr
 れぞれ第1{夕1」,548寵4/min,マ.565加Z/乳/塑in,第2{夕廿,692伽Z〆イmin,1.155勉〃勃㎞
 弟3例,976伽之/min,0.82ア伽ゑ/9/minであった。2)循環時間す友わち,Ta,Tb,砿
 G、T,の対照例平均値は,それぞれZ1,24,5,255秒であり,パンチ症例では,第1例,
 只0,45.0,3ZO秒,第2例,1&0,4e.0,45、5秒,第5例,145,61.0享54.5
 秒であった。5)全脾血液童と,その単位脾重量値の対照例平均値は,12寸.8彿Z,で.522卿名/
 9であり,パンチ症例では,第1例556.2加之,可.017形君/牙,第2例524.8πZ,0.875嘱/
 9,第5例886.5郷Z,巳75コ篇4/憂であった・4)全脾血管抵抗と」ヒの単位脾重量値の対照例
 平均値は,0287槻Hg/麗/min,22.97㎜Hg/窺4/9/minであり,パンチ脾では,それぞれ
 第1例α181朋Hg.吻4血in,6555朋Hg/紀/9/min,第2例。.eg1観Hg/班Z/min
 5%ロ㎜Hg/顧/9/min,第5例0.102朋Hg/属/血in12α56∬顧9/誕/9/岨nで
 あった。5)剣卑嚥～肖韻とその単位難卑重量ゴ直の解晦1丹乙場直鴇5.04儒4ノイmin,巳.0642篇4乞/
 皿inであり,パンチ症例では,第1例15.51・加之/皿in,0.0443厩/9/並in,第2例22,55屍/
 皿工n・巳057肱砂海in・第5例551豊麗冷i鳥0.028物〃血i且であった。5)これらパぞチ脾は,
 組織学的に教室分類で第1例且型第2例五型第5例皿型であった。以上の結果から・パンチ脾では,
 単位脾重量血流量は著明に減少し,単位脾重量血液量も減少している。また循環時間は延長し,
 単位脾重量血管抵抗は,著しく増大している。・さらに,単位脾重量酸素消費量も著しく減少して
 いる事実より,パンチ脾では,脾組織が低酸素状態にあることが推定盛れた。
 lv結 語
 1)色素稀釈法を用いて,犬[E常脾,犬阻血脾,人体IE常胆諭よびパンチ脾の血流量をはじめ
 上述の諸要素を測定した。2)全身麻酔下1開腹時の正常人体脾血流量は,515ろ鴉君/血in,
 単位脾重量血流量は,5.915初Z/記/minと規定された。5)犬阻血脾とパンチ脾の線維化の
 性質は異なるが,これらの組織変化が血流量そロの他を変化せしめる一つの農業であると、思われた。
 4)パンチ脾にかいては,脾全血流量は増加しているが,単位脾重量血流量は減少することを知
 った。また,酸素消費量の測定から,パンチ脾組織は低レ羨素状態に1あること力草1明し,これが病
 的脾機能の発現に何らかの役割を演じているものと推察されtっ
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 審査結果の要旨
 パンチ症候群を含めて,病的仰ならびに,正常弊に閲する研究1=t尭、文多くあるにもかかわらず,
 脚の機能には,いまだ不明の点が多い。今日までの研究方法をふ1コかえってみると,形態学的立
 場からの検索が多く,その成績から機能をうかがうのには,おのずから限度があった。とぐに,
 パンチ症候群のごとき異常機能を有する脾腫の本態を明らかにするためには,牌の代謝を直接反
 映する膵組織の血流量,酸素消費!量などの,循環動態の画からの研究が一つの有力な手がかりと
 なると、思われる。
 著者はそこに漕賑して,まず脾血流量の測定をこころみた。色素稀釈法を導入し脾1血.流量渦1定
 に適するように,容積の少いカテーテルや穿刺釧などを考案作製している。また,脾血流量測定
 に色素稀釈法を用いるにあたって,脾にかける色素の消失1街無視できることを実験的に確認し,
 持続注入法がもっとも適していることを証明している。さらに,脾静脈離断によって直接的に測
 定した脾血流量と,この色素法の測定値がよく一致していろことから,著者の方法の妥当性を確
 認している。
 著者は,この方法によって,まず,対照犬の,脾血流量をはじめ,血液壼,操抗,循環時間な
 どの循濃諸要素を測定し得た。一方,犬の牌動脈を2時間にわたって遮断することによって,脾
 に線維化などの組織学的変1ヒを生ぜしめた阻血脾犬についても検索し,組織学的変化が血流量そ
 の他の循環諸要素にかなりの影響を与えることを証明した。
 他方著者は,この方法を人体にも用いて良性胃,胆道疾患などの対照例にお・ける脾血流{壽とをは
 じめ,循環時間,血液景,抵抗むよび酸素消費量など,膵の循環諸要素を測定することができた。
 さらに,この方法でパンチ脾を検索したところ,全弊血流量は著しく増大しているが,単位脾重
 i量値としてみると,対照脾以下であり,か・つ,単位紅1畿の酸素消費1量も対照脾を下まわってレ・る
 との寿ナ矢口見を巧昌ブこ。
 そのほか,循環諸要素を算定し,対照脾と比較して興味ある報告をしている。パンチ脾につい
 ては,いまだ症例も少く,今後の発展が期待されるところであるが,著者の,脾に対するまった
 く新しい動的な検索方法は,脾,門脈系の研究分野に貴重な貢献をしたものであり,学位授与に
 位するものと考える。
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